
企業間競争が激化している中、競争に勝ち抜く大きな要素の一つに「現場力の向上」が挙げられます。

１９７１年に提唱されて以降、自動車産業で急速に普及し、現在ではあらゆる製造分野に取り入れられている「ＴＰＭ

活動」（生産効率を極限まで高めるための全員参加の生産保全活動）について、その基本的な考え方と取組み方に

ついて解説致します。 ※ＴＰＭ＝Total Productive Maintenance
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広島信用金庫 本店 ７階 講堂

（広島市中区富士見町３－１５）

現場力向上を目指す企業の経営幹部、職長・保全担当者等の現場関係者

先着７０ 名様（定員に達した場合はお申込をお断りする場合があります。）

平成３０年６月１３日（水）までに「参加申込書」（クリックで開きます）を

ＦＡＸまたはメール願います。

呉信用金庫 営業統括本部 地域貢献部（事業成長サポート担当）
TEL：０８２３－２４－１１９５、FAX：０８２３－２５－６４４０
Ｅ-Mail：ks30230@kureshin.co.jp

広島県内４信用金庫合同企画
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参加無料

講 師

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会
（ＪＩＰＭ）技術アドバイザー 稲盛 憲之氏

愛知製鋼㈱にて、塑性加工の一つである「圧延」ラインを担当。
全社TPMTQM推進部に移動後、全社的にNew-PM活動を立ち
上げる。

PM優秀事業場賞、TPM優秀事業場賞特別賞受賞時は、圧延

ラインの自主保全活動リーダーとして活躍。

JIPM入職後は、自主保全士検定セミナー、TPM入門講座、中
小企業支援（生産管理と設備管理）セミナー講師を担当。また、
「現場に密着した指導会」を企業で実践する傍ら、広島県では
「信金合同企画TPM現場実地研修」の講師を担当するなど幅
広く活躍している。

①さまざまな企業で活かせる「ＴＰＭ」の基本概念

②ＴＰＭ活動により得られる効果

③モノづくりは人づくりから（現場力・改善力を伸ばす人材育成）

④現場の改善事例

TPM導入支援スキーム

平成 ３０ 年 ６ 月 ２７ 日 ( 水 ）

１３：００～１５：３０ ( 開場 １２：３０ ）

本セミナーを受講され、TPM活動を自社でも取り入れてみたいと
お考えの企業様に、以下の導入支援スキームをご用意しており
ますのでご検討下さい。

TPM活動の基本的な考え方や取組み方を解説し、現場力向上のヒ
ントとして頂く。

現場改善を図りたい企業を募集しグループを形成し、専門家指
導のもと参加企業の現場改善を参加企業全員で行っていく。
（改善テーマは参加企業のニーズにより都度決定し、実践的な
「気づきシート」なども使用しながら行います）

http://www.kure-shinkin.jp/news/2018/xls/180521_tpm.xls

